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01 背景と着眼点
財政の硬直化と、眠れるデータ資産
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大きくもなく、小さくもない。

「顔が見える」 からこそ

合意形成が難しい規模感

厚木市

東京から 45km

アクセス
東名高速道路 厚木ＩＣ
小田急線 本厚木駅

・人口約22万人・神奈川県の中規模都市

・首都圏近郊（東京から約45km）

・一般会計 1,091億円（R7）

・製造業・研究拠点を有する都市

・一方で、少子高齢化は確実に進行

人口223,092人（Ｒ7.2.1現在住基人口）
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県内 ９位/19市（9位/33市町村）

面積 93.83km

神奈川県央に位置する

施行時特例市

あつぎはこんなまち

┃01 背景と着眼点

あつぎはこんなまち

逃げ場のない包囲網

眠れるデータ資産

既存ツールの限界

目指した姿

┃02 実証から実装へ

プロトタイプ実証

属人化の壁

チームビルディング

データ構造の標準化

再現性の確保

┃03 FinStat

FinStatの開発

データ分析全体像

ドリルダウン実演

期待される導入効果

┃04 事実に基づく合意形成

統計と財務の相互補完

データ基盤の自律的成長

結び

┃資料（機能紹介）
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公共施設老朽化

物価・人件費高騰 社会保障費増大

人口減少

財政
自治体

逃げ場のない包囲網

自治体財政は硬直化が進み、自由度は急速に失われている。

普通交付税の不交付団体である
厚木市においても、

財政の硬直化
（経常収支比率増=財政余力低下、弾力性の喪失）

債務の累積
（起債残高増=借入金の肥大化、ストックの悪化）

将来負担の増大
（将来負担比率上昇=将来世代の負担増）

等、財務体質の悪化が進む。

┃01 背景と着眼点

あつぎはこんなまち

逃げ場のない包囲網

眠れるデータ資産

既存ツールの限界

目指した姿

┃02 実証から実装へ

プロトタイプ実証

属人化の壁

チームビルディング

データ構造の標準化

再現性の確保

┃03 FinStat

FinStatの開発

データ分析全体像

ドリルダウン実演

期待される導入効果

┃04 事実に基づく合意形成

統計と財務の相互補完

データ基盤の自律的成長

結び

┃資料（機能紹介）
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6動機

交付税基礎数値
地方財政状況調査
健全化判断比率

決算カード

財務会計システム
データ

e-Stat
各種公式統計

現在置かれている困難な状況下、

眠れるデータ資産 を生かし切らなのはもったいない！

眠れるデータ資産

即時性 と 高解像度客観性 と 厳格性

国・県のデータ（マクロ） 市のデータ（ミクロ）

財源は「ない」。しかし、データは「ある」！

膨大なコストと労力をかけて統一的・厳格に整理された行政資産 日々の執行の中で積みあがる鮮度の高い生きた資産

┃01 背景と着眼点

あつぎはこんなまち

逃げ場のない包囲網

眠れるデータ資産

既存ツールの限界

目指した姿

┃02 実証から実装へ

プロトタイプ実証

属人化の壁

チームビルディング

データ構造の標準化

再現性の確保

┃03 FinStat

FinStatの開発

データ分析全体像

ドリルダウン実演

期待される導入効果

┃04 事実に基づく合意形成

統計と財務の相互補完

データ基盤の自律的成長

結び

┃資料（機能紹介）
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例えば、令和７年12月19日、デジタル庁と内閣府は、 を大幅にアップデートし、

従来の国・都道府県単位のデータに加え、市町村単位のデータが追加された。

▲ 道路橋りょう費 × 国調人口の散布図 ▲ 一人当たり道路橋りょう費の神奈川県内ランキング

「 」

厚木市は
人口一人当たり

金額が大きく上振れ
試しに、Japan Dashboard で

「神奈川県内の一般市
15団体の道路橋りょう費」

をテーマに状況を視覚化

現 在 地 は わ か っ た 。 原 因 は 何 か ？ 妥 当 性 は ？

その先を知りたい!厚木市はコスト高であることが一目瞭然となった。

マクロデータの充実と既存ツールの限界

厚木市は
比較対象内１位

「傾向」は掴めても、「真因」は特定できない┃01 背景と着眼点
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FinStatの開発

データ分析全体像
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┃04 事実に基づく合意形成
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データ基盤の自律的成長

結び

┃資料（機能紹介）
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8目指した姿＝垂直統合モデル

正確な現状把握

根拠を持った議論

e-Stat
各種公式統計

交付税基礎数値
地方財政状況調査
健全化判断比率

決算カード

ミクロデータ 国 等 の ダ ッ シ ュ ボ ー ド を 補 完 し な が ら

マ ク ロ （ 統 計 ） ミ ク ロ （ 財 務 ） を

垂 直 統 合 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を

実 務 者 自 ら の 手 で 構 築 し 、

予算編成業務を改善する。

財務会計システム
データ

マクロデータ

分断された「マクロ」と「ミクロ」を一つに統合する！

・ 資 料 収 集 に コ ス ト が か か り す ぎ て
議 論 の 時 間 が 取 れ な い

・ 感 覚 に 頼 ら ず 根 拠 に 基 づ く
よ り 建 設 的 な 議 論 を 行 い た い
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┃資料（機能紹介）
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プロトタイプによる実証と標準化への挑戦

02 実証から実装へ
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効果１ 予算・決算の状況把握性向上

Excelベース。表形式。視覚的な状況把握が難しく、
論点がうまく共有されない。

BIツール導入。動的なグラフ表現。数値推移・変動を
視覚的に共有できる。論点が明確化・議論が効率化。

情報は表示されているものが全て。議論の流れに
随時の追従ができない。根拠を確認したいタイミングを逃す。

情報がデータベース化されており、ニーズに応じた切り口で
瞬時に欲しい情報へのアクセスが可能に。

後前

令和７年度 及び 令和８年度の当初予算編成で活用し、一定の効果を確認。

プロトタイプによる実証

まずは独力でプロトタイプ 「厚木市財政見える化ダッシュボード」
を構築し、データ活用の有効性を実証した。

R6 の取組み

効果２ 情報引き出しの迅速化
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属人化の壁

チームビルディング

データ構造の標準化
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┃03 FinStat

FinStatの開発

データ分析全体像

ドリルダウン実演

期待される導入効果

┃04 事実に基づく合意形成

統計と財務の相互補完

データ基盤の自律的成長

結び

┃資料（機能紹介）
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個人が独学で作ったツールは

開発者の異動と共に『ゴミ』になる運命…

直面した課題

直面した「属人化」の壁

しかし、個人開発ゆえの「保守性」と「拡張性」の課題に直面。

・ デ ー タ の リ レ ー シ ョ ン や 加 工 プ ロ セ ス が 複 雑 化 し て し ま っ た 。

・ チ ー ム で 動 い て お ら ず 、 知 識 を 共 有 で き て い な か っ た 。

・ 独 学 で は 知 識 の 体 系 化 に 限 界 が あ り 、 形 式 知 と し て 表 出 で き な か っ た 。

R6 の取組み
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データ基盤の自律的成長

結び

┃資料（機能紹介）
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坂元准教授
（大手前大学）

株式会社日本総研
（民間コンサル）

総務省統計局

財政課チーム財政課個人

財政課OBや意欲・能力
のある職員の巻き込み

EBPM
ブートキャンプ

チームビルディングによる体制強化

個人の任意な取組み 正式な位置付けを持った組織的・持続可能な取組みへ

R7 の取組み

「個人の任意な取組み」から「組織のプロジェクト」へ

EBPMブートキャンプへの参加 ➡ 外部有識者の伴走支援を獲得

「庁内職員応援制度」の活用 ➡ 所属を超えて開発・運用体制をチーム化
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・Excel関数を多用し、

執念で結合させた非効率なデータ構造

・処理プロセスがブラックボックス化

データ構造の標準化による保守性の向上

一枚板の巨大フラットファイル

属人性の強いプロトタイプ

ファクトテーブル

ディメンションテーブル

ファクトをディメンションが囲む＝スタースキーマ

・データ分析標準モデル「スタースキーマ」採用・構造シンプル化

・「事実＝ファクト」と「属性＝ディメンション」の分離により、

拡張性とメンテナンス性を向上

データ構造をスタースキーマに刷新し保守性を向上

『個人の執念』で動かすシステムから、 『組織の仕組み』で動くシステムへ

データ分析
標準モデルの

採用

属人性の高い「巨大なフラットファイル」からの脱却

ディメンションテーブル

ディメンションテーブル ディメンションテーブル

ディメンションテーブル

R7 の取組み
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・運用マニュアル（基本操作）

・データ処理解説書（ロジックの説明）

・メンテナンスガイド（データ更新手順）

・活用事例集（分析の切り口）

『職人芸』 から継続運用が可能な 『組織の資産』 へ

開発ノウハウや操作方法をドキュメント化し、「暗黙知」を「形式知」へと転換

再現性の確保

▲データ処理解説書 ▲活用事例集（分析の切り口）

▲運用マニュアル（基本操作）

整備したドキュメント群

R7 の取組み

個人依存の不安定な工程を徹底排除。

詳細なドキュメントで『形式知』へ変換し、

再現性を確保。組織的な継続運用を目指す。
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